
地域公共交通が脆弱化する中，利用者の視点に立って，あらゆる交通手段

を統合・最適化して，マイカーよりも快適で利便性の高い移動サービスを

提供するというMaaS．その概念を理解し，熊本都市圏ならではの「くま

もとMaaS」とはどのようなものかについて議論する初めの一歩です．

■主催：くまもとMaaS研究会（代表：溝上 章志 熊本大学教授）

■共催：一般社団法人EMoBIA

■日時：9月3日（火）13:30～16:30（13:00開場）

■会場：桜の馬場城彩苑多目的交流施設 http://www.sakuranobaba-johsaien.jp/

■プログラム：
13:30～ 開会の挨拶 溝上 章志
13:35～ 基調講演１：モビリティ革命とMaaS（マース）

牧村 和彦 氏（一般財団法人計量計画研究所理事）
14:20～ 基調講演２：「ローカル（な）MaaS」の可能性

小美野智紀 氏（株式会社ドーコン東日本事業本部）
15:05～ 休憩
15:15～ パネルディスカッション「くまもとMaaSに向けた初めの一歩」

パネリスト 牧村 和彦 氏（上記）
小美野智紀 氏（上記）
円山 琢也 氏（熊本大学准教授）
今釜 卓哉 氏（九州産交バス株式会社）

コーディネータ 溝上 章志
16:25～ 閉会の挨拶
16:30 終了

くまもとMaaSキックオフシンポジウム

連絡先／熊本大学大学院先端科学研究部 溝上章志 TEL:096-342-3541 e-mail:smizo@gpo.kumamoto-u.ac.jp

http://www.sakuranobaba-johsaien.jp/

